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Ciconia （福井県自然保護センター研究報告）22：29-30（2019）

大野市三ノ峰におけるアギトギングチの記録

梅村信哉 *1

要旨：筆者は福井県大野市三ノ峰において，2017 年 8 月 3 日および 27 日にアギトギングチのオスおよびメスをそれぞれ採集
した．
キーワード：アギトギングチ，三ノ峰

Shinya UMEMURA*1. 2019. A record of  Ectemnius martjanowi (Morawitz,1892) from Mt. Sannomine, Ono City, Fukui 

Prefecture. Ciconia (Bulletin of  Fukui Nature Conservation Center) 22:29-30.

A male and female of Ectemnius martjanowi (Morawitz,1892) were caught in Mt. Sannomine, Ono City, Fukui Prefecture on 3 and 27 
August, 2017, respectively.
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ア ギ ト ギ ン グ チ Ectemnius martjanowi 

（Morawitz,1892） は， ハ チ 目 ギ ン グ チ バ チ 科

（Hymenoptera：Crabronidae）に属するハチである．体

長はメスで 12 ～ 17mm，オスでは 10 ～ 16mm であり，

大顎が長く発達することで近縁のギングチバチと区別

できる．国内では北海道の千島列島と本州の山地に分

布し，場所によっては少なくないとされているが，詳

しい生態はわかっていない（寺山ほか 2016）．

福井県内では，これまでに大野市三ノ峰，六本檜，嵐，

小池と勝山市法恩寺山，小原峠など山地帯の非常に限

られた地点で採集記録があるにすぎない（田埜 1985；

羽田ほか 1998；福井県福祉環境部自然保護課編 2002）．

既知の分布域が非常に限られていることと，最近の確

認事例が少ないことから県域での生息環境は危機的な

状況にあると考えられ，改訂版福井県レッドデータ

ブックで本種は絶滅危惧Ⅰ類に選定されている（福井

県安全環境部自然環境課編 2016）．

筆者は，大野市三ノ峰の避難小屋周辺（標高約

2,090m）で 2017 年 8 月に本種を採集したので（図 1），

下記の通り報告しておく．

アギトギングチ Ectemnius martjanowi （Morawitz,1892）

大野市三ノ峰，1 ♂，3- Ⅷ -2017，梅村信哉採集・

福井市自然史博物館所蔵（FCMNH-JI24709）

大野市三ノ峰，1 ♀，27- Ⅷ -2017，梅村信哉採集・

福井市自然史博物館所蔵（FCMNH-JI24710）

当地域においては，1963 年に本種が採集されてい

るが（飯田 1966），今回の記録はそれ以来約 55 年ぶ

りの記録である．なお，三ノ峰一帯は白山国立公園特

別保護地区に指定されているため，調査にあたっては

環境省中部地方環境事務所国立公園課長より動物の捕

獲・殺傷許可（環中地国許第 1707283 号）を受けた． 

本稿を取りまとめるにあたり，ハチ類の同定確認を

いただくとともに，本文をお読みいただき，有益なご

助言をいただいた室田忠男氏に心より御礼申し上げる．

また，白山国立公園特別保護地区における動物の捕獲・

殺傷許可申請の際にお世話になった環境省中部地方環

境事務所白山自然保護官事務所の宮下央章氏，本稿の

投稿にあたり，様々な便宜を図っていただいた福井県

自然保護センターの國永知裕氏にも御礼申し上げる．
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図 1　アギトギングチのオス（左）とメス（右）
　オス：大野市三ノ峰，3- Ⅷ -2017，梅村信哉採集・福井市自然史博物館保管（FCMNH-JI24709）
　メス：大野市三ノ峰，27- Ⅷ -2017，梅村信哉採集・福井市自然史博物館保管（FCMNH-JI24710）
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